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課題名

試験研

究年次

６２難防除病害虫の防除法の確立

キャベツのコナガに対する防除体系

ノ

６３年（完了）

分類 ①

Ｉ目的アブラナ科のキャベツ、ハクサイ、ダイコンなどに発生するコナガは、従来から使用

されている有機りん系剤、カーバメート系剤、合成ピレスロイド系剤などの薬剤に対して抵抗

性を獲得し防除が困難となっている。そこで、これまでにない作用機作を有する薬剤（キチン

合成阻害剤)を組み込んだ体系防除の効果を明らかにし、コナガ防除の資料とする。

Ⅱ試験方法

１試験場所：北九州市若松区大字安屋、現地農家露地ほ場

２耕種概要：品種；耐寒大御所、定植；昭和63年９月５日、栽植密度；4000株/ｌＯａ、薬剤散

布時の株の大きさ；本葉８～１１葉期

３区制‘面積：２区制、ｌ区１７㎡

４散布方法・量：肩掛噴霧機で、展着剤特リノー5000倍を加用し、十分量散布した。

散布後、次の通り降雨を認めたが、試験に影響はなかった。

９月19日１１”、２０日１，，２４日４９，，２６日４”１０月５日２６ｍ､６日１５mｍ

５調査時期：薬剤散布前（９月19日）、散布７日後（２回目散布前、９月26日）、２回目散布

及び方法７日後（３回目散布前、１０月３日）、３回目散布８日後（１０月１１日）、１４日後（
１０月１７日）にコナガの幼虫及びさなぎの個体数、アブラムシの個体数を数えた。

Ⅲ主要成果の概要

ｌキチン合成阻害剤のノーモルト乳剤及びアタブロン乳剤は、‘合成ピレスロイド系剤抵抗性コ

ナガの防除体系に組み込む薬剤として有効である。

２キチン合成阻害剤は防除体系の後半に使用する薬剤とする。前半には、有機りん系剤のアク

テリック乳剤及びエルサン乳剤、細菌産生毒素製剤（ＢＴ剤）のトアロー水和剤などを使用す

る｡

３アブラムシに対してキチン合成阻害剤及びＢＴ剤は効果がないので、アブラムシが発生した

場合には、エルサン乳剤及び合成ピレスロイド系剤のハクサップ水和剤を防除体系の薬剤とし

て組み入れる。
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Ⅳ主要成果の具体的データ

第１表キャ/ベツのコナガに対する体系防除の効果（63年）

試防除体系 コナガ（アブラムシ）虫数（頭／10株）

験第１回第２回第３回第１回第１回散第２回散第３回散
散布散布散布散布前布7日後布7日後布8日後１４日後

区（9/19）（9/26）（10/3）（9/１９）（9/26）（10/3）（10/11）（10/17）

１パダンSＰ→ｱｸﾃﾘﾂｸＥ→ﾉｰﾓﾙﾄＥ３．５１２．０４．５０．５０．０
（15.5）（O）（0）（O）（0）

２ﾄｱﾛ-Ｗ→ｴﾙｻﾝＥ－･ﾉｰﾓﾙﾄＥ２２．０１０．０５．０１．５１．０
（25.5）（19.0）（0.5）（9.5）（O）

３ｴﾙｻﾝE+ﾊｸｻｯﾌ゙ Ｗ→ｱｸﾃﾘｯｸＥ→ｱﾀﾌ゙ ﾛﾝＥ１３．０８．０１．００．５５．５
(24.5）（0.5）（0）（0.5）（0.5）

４ﾊｸｻｯﾌ゙ Ｗ→バタ・ンSP+ﾄｱﾛー W→ｱﾀﾌﾛﾝＥ1１．０１４．０３．５３．０８．５

(16.0）（0.5）（0）（0）（O）

５ｱﾀﾌ･ロンＥ→ﾎｽｸﾘﾝＷ→ｴﾋ゙ ｾｸﾄＷ１３．５１０．５５．０３６５２２．５
（17.5）（46.5）ｕ7.0）（6.5）（51.5）

６無散布３．０１２．５３５．５２５．５６３．５
（14.5）（7.5）（0）（0）（2.5）

注）①SPは水溶剤、Ｅは乳剤、Ｗは水和剤で、薬剤の希釈倍数は、ｱｸﾃﾘﾂｸ乳剤500倍、ノーﾓﾙﾄ乳剤
2000倍、ｱﾀﾌ゙ﾛﾝ乳剤2000倍、その他の薬剤は1000倍である。

②コナガ虫数は幼虫とさなぎの合計値である。

③アブラムシの･虫数はモモアカアプラムシとニセダイ コンァブラムシの合計値で、前者が主

要種であった。

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

ｌ県野菜病害虫防除基準に掲載し、防除指導の資料とする。
２キチン合成阻害剤に対する抵抗性が発達するのを避けるため、 作用性の異なる薬剤との体系

防除を行い、同一系統薬剤の連続散布をさける。
３キャベツ、 ハクサイでのアタプロン乳剤の安全使用基準は収穫７日前まで、４回以内の使用

となっている。ハクサイでは幼苗（12葉期程度）、 軟弱徒長苗、活着不良苗には使用しない。

４ノーモルト乳剤は現在登録申請中である。

Ⅵ今後の研究上の問題点

キチン合成阻害剤の効果的な使用法については． ナガの密度、コナガ以外のりん蝿目及びアブ

ラムシの発生密度との関連で、今後なお検討する必要がある。
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